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1.調査工程表

所属

氏名 村井 繁夫 山内 雅量 佐藤ひか里 西嶋 崇氏 青木 秀史 長岡天津馬 現地技術員 現地調査員

担当
業務

業務主任者
/渉外担当

/事業化検討
技術適合性調査

現地連携調整
/報告書作成管理

外部人材の統括者
/ビジネス展開計

画支援

開発効果検討
／市場展開検討

技術適合性分析 ー ー

業務
内容

・事業統轄
・プロジェクト管理
・事業化検討

・提案技術の比較
優位性調査
・現地適合性の整
理
・法令調査（遠
隔）

・現地連携支援
・JICA精算業務
・JICA成果品（月
報）作成
・報告書作成管理

・外部人材の統括
・現地案件の調
査、連携検討
・事業展開計画の
作成支援

・現地ニーズ調査
・開発課題調査
・市場調査

・技術適合性の分
析
・市場ターゲット
の検討
・現地比較優位性
の分析

ー ー

格付 3 4 5 3 5 4 - -

〇 ◎

0.5 0.5 0.5 0.5 3 8

〇 ◎

0.5 0.5

◎ 〇

1.5 1 1 0.5 0.5 3 8

◎ 〇

1 1 1 0.5

◎ 〇

1.5 1.5 1 0.5 0.5 5 8

◎ 〇

1 1 0.5 1 5 15

〇 ◎

0.5 1 0.5 1 2 5 15

〇 ◎

0.5 0.5 1

◎ 〇

1 1 1 0.5

◎

1 1 1 0.5 5 10

◎ 〇

1 1 1

◎ 〇

1 1 0.5 1 1

◎ 〇

0.5 0.5 0.5 0.5 3 15

◎ 〇

1 0.5 1 0.5 5 10

◎ 〇

0.5 0.5 0.5 0.5 5 8

◎ 〇

1 1.5 1.5 1 0.5 1

2-2-2 現地収集情報を基にした競合製品の把握、分析、評価

2-3-3 パートナー候補への協働可能性に関するヒアリング

2-2-3 競争力強化に向けた方策、提案方法の検討

2-3-2 現地収集情報を基にしたパートナー候補の分析、評価

【国内調査】
7月～10月

2-1-1

2-3-1 パートナー候補の情報収集、ヒアリング

株式会社光電製作所

1-1-2 国別開発方針等の調査

1-2-1 公共事業・国民住宅省 道路総局へのヒアリング

1-1
1-2

対象国の課題分析
提案製品による課題解決の可能性の検証

1-1-1

【国内調査】
3月～6月

2-1-2
現地収集情報を基にした市場環境の整理、規定・基準の
整理

2-2-1

調査工程
調査
内容
(番号)

調査/業務方法詳細

1-2-2 JICA現地事務所へのヒアリング

対象国の課題分析
に係る調査

事業性調査
2-1
2-2
2-3

現地基礎工事業者等へのヒアリング

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

市場調査
競合調査
パートナー調査

提案製品のスペックインに対して関連事業のスケジュー
ル、提案製品の導入に対しての調査、ヒアリング

公共事業・国民住宅省、パル市等政府機関へのヒアリング

2-1-3 文献等による他ドナー計画の調査、整理

2-1-4

進捗報告書の作成

1-2-3 現地基礎工事業者等へのヒアリング

政府機関文書、ドナー文書等を通じた文献調査

現地傭人
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所属

氏名 村井 繁夫 山内 雅量 佐藤ひか里 西嶋 崇氏 青木 秀史 長岡天津馬 現地技術員 現地調査員

担当
業務

業務主任者
/渉外担当
/事業化検討

技術適合性調査
現地連携調整

/報告書作成管理

外部人材の統括者
/ビジネス展開計

画支援

開発効果検討
／市場展開検討

技術適合性分析 ー ー

業務
内容

・事業統轄
・プロジェクト管理
・事業化検討

・提案技術の比較
優位性調査
・現地適合性の整
理
・法令調査（遠
隔）

・現地連携支援
・JICA精算業務
・JICA成果品（月
報）作成
・報告書作成管理

・外部人材の統括
・現地案件の調
査、連携検討
・事業展開計画の
作成支援

・現地ニーズ調査
・開発課題調査
・市場調査

・技術適合性の分
析
・市場ターゲット
の検討
・現地比較優位性
の分析

ー ー

格付 3 4 5 3 5 4 - -

株式会社光電製作所

調査工程
調査
内容
(番号)

調査/業務方法詳細

株式会社オリエンタルコンサルタンツ 現地傭人

◎ 〇

1 1 1 1 5 10

◎ 〇

0.5 1 1 0.5 5 10

◎ 〇

1 1.5 0.5 3 5

◎ 〇

1 1.5 0.5

◎ 〇

1.5 1 0.5 5 10

◎ 〇

1.5 1 5 10
◎
1 5 10

〇 ◎

1 1.5 0.5 0.5 1.5

〇 ◎

1 1 0.5 0.5 1 3 5

◎ 〇

1 1

◎ 〇

1 1 1 1 1 0.5

◎ 〇

1 1 1 1 5 5

〇 ◎

1 1 2 1 1.5 1
国内
業務 23 25 18 15 8 13 75 162

事業基盤調査、規
制・許認可調査、事
業計画、課題解決

効果

3-1
3-2
3-3
3-4

事業基盤調査
規制・許認可等調査
事業計画
課題解決効果

3-4-2

合計日数

収集情報に基づいた事業計画の策定

3-4-3
提案製品のスペックインに対しての関係企業に対するヒア
リング

完了報告書の作成

【国内調査】
11月～4月

3-1-1 政府機関、コントラクターに対するヒアリング、情報収集

3-1-4 現地パートナー候補との連携形態に係る検討

3-2-2 文献等に基づいた提案製品の輸出入に掛る情報収集

3-1-3 現地パートナー候補に対するヒアリング、情報収集

3-3-2
提案製品がもたらす効果に対してのヒアリング、プレゼン
テーション

3-4-1 収集情報に基づいたビジネスモデルの精査

3-2-3 輸出入に掛る情報収集、課題の整理

3-1-2
収集情報に基づき、公共工事で使用される機器登録の手
順や留意点の把握

3-2-1
収集情報に基づいた公共工事で使用される機器の規制、
許認可についての整理

3-3-1
提案製品の導入による課題解決の効果の検討、提案製品
の適合性の検討
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2.業務従事計画・実績表
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3.その他資料（※現地調査議事録、合意文書、収集資料等）

No.1

ヒアリング先 JICAインドネシア事務所

日時 2022年7月1日（金）16：00-17：00

場所 Web会議

参加者 JICAインドネシア事務所：坂本氏、石井氏

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

＜会議録＞

１．インドネシアでのCOVID-19の影響

・インドネシアでの状況はいかがか。（光電）

→インドネシアはほぼ制限がなくなり、通常通りの勤務に戻っている。（JICA）

２．業務概要の説明

・調査概要と技術紹介【中略】（光電）

・シェア100%とあるが、日本全国で使用されているのか？（JICA）

→大規模構造物では標準化され、基礎杭の孔壁測定が必要な場合はシェア100%である。（光電）

・普及実証も考えているか（JICA）

→2023年9月の応募を考えている。（光電）

３．カウンターパートについて

・提案技術を公共工事にて標準化するのであれば、カウンターパートは政府機関（公共事業省）でよ

いと思われる。新規技術であれば、研究所をカウンターパートとすることも考えられる。（JICA）

・具体的なカウンターパートのアポイント先は池田専門家に確認してほしい。（JICA）

・「技術認証」or「技術認知」でカウンターパート先が異なると思っている。「技術認証」であれば、

建設総局（Constructiondevelopment）がメインの窓口である。（JICA）

→「技術認証」「技術認知」の両方を進めていきたい。そのため、幅広く協議を実施していきたい。

（光電）

・大規模な工事で適用される技術であれば、大規模な工事を行う国営企業との連携も検討すべきだと

思う。（JICA）

４．関連事業について

・各案件の担当はセクター別に分かれてる。情報が必要な場合はメールにて連絡してほしい。（JICA）

・パヤクンプ-パンカラン有料道路事業は STEP案件であり、日系企業による提案技術の採用は可能性

があると思われる。案件は用地問題等で進捗が遅くなっているが、進捗があれば連絡をする。

（JICA）

5．ビジネス展開について

・インドネシアでは国内生産したものを売ることが基本的な方針になっている。特に政府調達の場合

は、国産製品の使用が基本となっているようだ。その点も十分調査をする必要がある。（JICA）

-以上-
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No.2

ヒアリング先 公共事業・国⺠住宅省（PU）傘下の道路・技

術開発局の地盤・トンネル・構造センター

（BGTS）

日時 2022年10月3（月）11：00-14：00

場所 Web会議

参加者 BGTS：Hardi氏、Numan氏、Riza氏、Yanu氏

TPI：Intan氏

PU：池田JICA専門家

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

現地傭人：Hanif、Virinica

＜会議録＞

１．挨拶

・出席者の自己紹介

２．調査概要紹介と技術紹介

・調査概要と技術紹介【中略】（光電）

３．質疑応答

・機器の使用条件として、測定可能な最大径と液体の濃度等、注意事項を教えてほしい。（BGTS）

→測定可能な径は80cm〜8mまで。液体濃度は1.1kg/m3まで測定可能である。内用液を安定させるた

め、掘削後2時間後の計測を推奨している。（光電）

・参考となる測定に必要な要件を示した資料を共有してほしい。（BGTS）

→英語版の説明書を送付する。（光電）

・技術には興味があるが、インドネシアでは費用の問題があり、計測は実施できていない。①日本で

この計測にかかる費用はいくらか、②測定の精度はどの程度か、③孔内のゴミなど計測に影響があ

るものを教えてほしい。（BGTS）

→①機器を購入し使いまわしを行うと測定単価は減少するため、一概に単価を伝えることはできな

い、②精度は±0.5%、③画像の色の濃さでゴミや岩などを判別可能である。（光電）

・孔壁の種類（砂や岩）を判別することは可能か。（BGTS）

→測定画像の濃さである程度の判別は可能であるが、孔壁の層の種類の違いを把握するためには使用

していない。事前のボーリング調査結果との比較できる程度ある。（光電）

・掘削後 2 時間後に測定するとのことだが、スラリーなど測定結果に影響することはあるか。

（BGTS）

→2 時間後に測定する理由は、水中内の不純物を沈下させるためである。今までに内用液の種類で測
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定結果に影響したことはない。（光電）

・測定に必要な時間はどの程度か。（BGTS）

→深さ60mの場合、機器の設置に30分、測定に30分〜1時間程度となる。測定しながら測定結果を

確認することが可能。（光電）

・測定の単価は杭1本あたりか。深さによって金額は変わるのか。（BGTS）

→日本の場合は、1 本あたりで深さのレンジによって単価を設定している。詳細は調査し、後日提示

する。（OC）

・インドネシアの共通仕様書では、施工の際に施工業者は地質状況にあった機器を準備するとの記載

はあるが、孔の健全性の確保のための測定について記載はされていない。杭自体の健全性は、PIT を

実施することで確認するといったことが記載されている。仕様書に記載されている検査のための費用

は発注金額に見込むことが可能であるが、記載がないものについては費用を見込むことができない。

仕様書に記載するためには、⻑い期間とプロセスが必要である。普及実証にかける期間はきまってい

るのか。（BGTS）

→まだ決まってはないが、普及実証事業に進みたいと考えている（光電）

・インドネシアで適用した事例はあるか。（BGTS）

→過去の日本の無償資金協力事業、また、現在ではジャカルタ MRT の工事で使用しているという情

報を得ている。（OC）

→PulauBalangのプロジェクトにおいて、コントラクターから使用の提案があり、提案機器を使用した

ようである。詳細は、橋梁局に確認してほしい。（BGTS）

・杭施工による不具合などの情報があれば教えてほしい（光電）

→我々の耳には入ってこないため、実際のプロジェクトを管轄している橋梁局に確認をしてほしい。

（BGTS）。

・新技術の承認などは、道路技術・インフラ整備課（Subdit Teknologi dan Peralatan Infrastruktur Bina

Marga: TPI）が実施している。新たな技術を取り入れる方法は、TPI に問い合わせをしたほうが良

い。（BGTS）

・新技術の承認に関する道路総局の通達文書を送付する。仕様書に盛り込むためには、研究室での実

験結果、現地での実験結果を提示し、効果などの指標を判定し、費用の確認も行う必要がある。使

用要望などのニーズがあれば盛り込みやすい。（TPI）

・提案技術の重要度を把握するために、過去のプロジェクトにより提案技術を使用した場合と使用し

なかった場合の課題等を収集する必要がある。そのために、コントラクターや橋梁局へのヒアリン

グを実施する必要がある。その中で緊急性を見出すことができたら、仕様書変更の手続きが可能と

なると考える。（BGTS）

・光電からの要望に対する情報は、実施期間である橋梁局が保有していると思う。橋梁局の局⻑宛て
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に協力依頼レターを提出してほしい。（BGTS）

・技術承認において、インドネシア業者と日本業者が一緒になって手続きを実施することは可能か。

（OC）

→先に提示した PulauBalang ではコントラクターから要望があり、提案技術を使用している。提案が

あれば、特別仕様に盛り込むことで実施が可能となる。ただし、実際のプロジェクトにかかわるこ

とは橋梁局の権限となる。（BGTS）

４．今後の連絡先

・橋梁局にレターを提出し、同じような説明を実施する。今後も BGTS の協力が必要となるため、引

き続き議論をお願いしたい。（JICA池田専門家）

・資料や連絡は、「ahmad.numan@pu.go.id」に送付してほしい。(BGTS)

-以上-
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No.3

ヒアリング先 公共事業・国⺠住宅省 橋梁建設局

日時 2022年10月17日（月）8：30-12：30

場所 会議（PU事務所）、WEB

参加者 PU：橋梁建設局⻑他

JICA：池田専門家

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

現地傭人、通訳

＜会議録＞

１．挨拶

・出席者の自己紹介

２．調査概要紹介と技術紹介

・調査概要と技術紹介【中略】（光電）

３．質疑応答

・JICA事業としてパル第４橋で使用をするのか。（PU）

→パル第４橋とは別事業である。現場訪問を予定している。（光電）

・掘削後に孔壁崩壊とあるが、孔壁を計測するものか、保護をするものか。（PU）

→孔壁を計測することを目的としている。（光電）

・コンクリート打設後に、不具合が明らかになった場合、どのような対応を行うか。（光電）

→コンクリート径が小さいなどの不具合が発生した場合は、荷重を減らすなどの対応を行う。また、

レビューを実施し、安全係数の許容内であれば、問題ないと判断する。（PU）

・その場合、多くのお金と工期がかかる。（光電）

→その通りである。（PU）

・日本ではどのように対応するのか。（PU）

→全杭に対して孔壁調査を実施し、掘削孔が設計通りとなっているかを確認できないと次のステップ

には進めない。このことはマニュアルで示されている。（光電）

・時間がかかってしまうのではないか（PU）

→計測、検査時間は２時間もかからない。加えて、基礎杭業者は、掘削の最中に不具合を感じる。そ

の際に計測することで正確性を確認することができる。（光電）

・今までの工事の経験では、掘削径は徐々に大きくなる傾向がある。ただし、孔壁崩壊の影響で小さ

くなることもある。（PU）

・コンクリート打設後に径を確認することができるか？（PU）

→コンクリート打設後は、ウルトラソニックで計測する。日本では、打設前と打設後に計測を実施し

ている。（光電）

・鉄筋を設置後に孔壁が崩壊するケースが多くある。（PU）

→掘削する際、孔壁保護のためにポリマー性の粘性土の高い液体を入れることがあるが、提案製品は
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その中でも計測が可能である。粘性系の層は掘削後それほど崩壊が発生しないが、砂系である場合、

孔壁の崩壊を予防するために、粘性系の液体をしっかりと入れる必要がある。（光電）

・今までの私たちの懸念点は、掘削径が大きくなることであった。もう一つは掘削深さであり、糸に

重りを付けて計測を行ってきた。加えて、コンクリート打設後にコンクリートの形状と健全性をソ

ニックウェーブで確認を行っている。ある深さで品質が悪いものが確認された際は、そこまで削孔

してコンクリートを充填していた。提案技術により径や鉛直性が事前に確認できることが理解でき

た。パイロット事業に取り入れて確認をしたい。（PU）

・パイロット事業のスケジュールは？パル第4橋で実施したらよいのでは？（PU）

→JICAに提案を行い、採択されたのちに実施をする。パル第４橋は間に合わない。（光電）

・インドネシアの会社と協力できるのであれば、協力したほうが望ましい。工場をインドネシアに設

立して、インドネシア人が製品をつくるような状況を作ってほしい。全てが輸入ということには大

統領も納得しない。（PU）

→世界中から同様な要望があるが、組み立てには多くの技術力と設備が必要となる。現在は技術移転

を考えているが、マーケットが大きくなれば、そのようなことも考えられる。（光電）

・技術紹介を受け、JICA事業でなくてもよいので導入してみたいと感じた。（PU）

-以上-
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No.4

ヒアリング先 オリエンタルグローバル パティンバン道路

プロジェクト事務所

日時 2022年10月18日（火）10：30-12：00

場所 会議（PJ事務所）、WEB

参加者 OCG：久田氏、別所氏、安原氏

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

＜会議録＞

１．挨拶

・出席者の自己紹介

２．情報収集・意見交換

・インドネシアの過去（2007年）の道路事業で光電のDMのテスト（以降：光電テスト）をスペック

した記憶がある。その際は、基礎１か所あたりで３点管のソニックテストと光電テストを行った。

その時の施工業者は、フタマカリア、ワキシタカリア、ジャカリア、大林、鹿島、三井住友。

・PU高速道路局には、孔壁調査に関するGeneralSpecificationsが存在している。

・ローカルの公共事業（マーケット）は、PPJK（有料道路庁）やDJBHなど管轄範囲は広い

・現在、インドネシア国内での生産強化を行っており、橋梁の支承や伸縮装置を輸入しづらい。

・DMの金額は、600万円〜700万円で販売している。当時の単価は調べてみるが、杭の施工の中に入

っている可能性が高い。

・パートナー候補の意見としては、杭の計測会社と施工会社が分離傾向となるため、国営の検査機関

がいいのではないかと思う。

・現在の杭のテストは、PDAテストが主流。品質はソニックテスト。PDAは USAの会社の機械で、

インドネシアにパートナーがいる。

-以上-



165

No.5

ヒアリング先 MRTJ南北線PJ

日時 2022年10月18日（火）12：40-13：00

場所 会議（PJ事務所）、WEB

参加者 OCG：南條氏

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

＜会議録＞

１．挨拶

・出席者の自己紹介

２．情報収集・意見交換

・MRTJの南北線では、清水工区と三井住友工区に分かれている。連壁のサブコントラクターは、

清工区では、トルコン（インドネシア）。三井住友工区では、トンペン（台湾）である。

・MRTJの南北線の連壁の施工の精度確認には、光電テストが使用されている。

・その他のローカルコントラクターは、インドポーラ、アクセプト、プラタマウィディアがある。

・Phase1の高架区間の基礎（203工区）では、光電テストではなく、中国製が使われていた。

-以上-
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No.6

ヒアリング先 MRTJ南北線PJ （清水建設）

日時 2022年10月18日（火）13：30-14：30

場所 会議（清水建設PJ事務所）、WEB

参加者 清水建設：佐藤氏、山下氏、ローカルエンジニア

トルコン社：エンジニア

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

現地傭人、通訳

＜会議録＞

１．挨拶

・出席者の自己紹介

２．調査概要紹介と技術紹介

・調査概要と技術紹介【中略】（光電）

３．質疑応答

・トルコン（インドネシア）では、光電の製品としてDM604とDM604RRの２台を保有。入手経路

は、シンガポールのジェイソンから購入。

・連壁の施工の精度確認には、光電テストが使用されている。

・施工誤差に対する許容値は、清水建設の独自に設定。

・施工のトラブルについては、あまり経験がない。鉛直性については、掘削機械に計測機がついて

おり、問題ない。掘っている最中に、異変を感じたら、すぐに光電テストを行っている。過去の事

例では、一部掘りすぎた場合があり、発泡スチロールのようなもので、補填したことはある。

・ベントナイトは1.05kg/m3程度のものを使用している。計測できなかったことはない。

・類似品については、中国製があることは知っている。

・今回の施工区間は３５ｍの連壁である。すでに連壁部分の施工が終った。

・パートナー候補の意見としては、建設機械リース会社（アクティオ、ハナモト、日特）がいいの

ではないかと思う。

-以上-
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No.7

ヒアリング先 MRTJ南北線PJ （三井住友建設）

日時 2022年10月18日（火）15：30-16：30

場所 会議（三井住友建設現場事務所）、WEB

参加者 三井住友建設：諸田氏

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

現地傭人、通訳

＜会議録＞

１．挨拶

・出席者の自己紹介

２．調査概要紹介と技術紹介

・調査概要と技術紹介【中略】（光電）

３．質疑応答

・工事現場内でのDM使用様子を見学（D-wall壁厚 1.0m、現在の掘削深さ18.6m。約 5分で計測完

了）。60mで15分ぐらいが目安。

・連壁の施工の精度確認には、光電テストが使用されている。

・施工のトラブルについては、経験がない。

・提案製品で、計測できなかったことはない。

・導入に困ったのは、DMの調整証明書が出せなかった。ハードルがあると思う。

・市場としては、ビルの基礎にも使用されているので、たくさんある。

・パートナー候補の意見としては、建設機械リース会社（アクティオ、ハナモト、日特）がいいの

ではないかと思う。

-以上-
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No.8

ヒアリング先 パル第４橋再建PJ （東急建設）

日時 2022年10月19日（水）15：00-17：00

場所 会議（パル第４橋PJ事務所）、WEB

参加者 東急建設：山川氏，柿田氏

PUパル事務所：１名

オリエンタルコンサルタンツグローバル：高橋氏

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

現地傭人、通訳

＜会議録＞

１．挨拶

・出席者の自己紹介

２．調査概要紹介と技術紹介

・調査概要と技術紹介【中略】（光電）

３．質疑応答

・DMをつかった光電テストは、ローカルコントラクターも知っている。

・過去のインドネシア業務（MRTJ）で、光電テストが使用した経験もある。

・当時の施工のトラブルについては、経験がない。困ったことは、調達に苦労した。また、使用し

ていた紙が非常に高価であった。

・ローカルの基礎業者としては、バウワー、アブルビカリホンダがある。

・パートナー候補の意見としては、PUの試験室やITP（大学）がいいのではないかと思う。

・このプロジェクトでは、光電テストの使用予定はない。パル第4橋の契約時に提案したが、契約に

含まれていないことや、調達の難しさなどを考慮し、断念した。

・国営企業の各カリアは、各カリア間で保有する技術を共有している。（例えば、鉄筋の継ぎ手も他

のカリアに見積もりを取っていた）

-以上-
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No.9

ヒアリング先 パル第４橋再建PJ （ワスキタカリヤ）

日時 2022年10月20日（木）9：30-10：30

場所 会議（パル第４橋PJ事務所）、WEB

参加者 ワスキタカリヤ：２名

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

現地傭人、通訳

＜会議録＞

１．質疑応答

・基礎業者選定：下請けに入る条件があり、それを満たす会社を使用。

・パートナー候補の意見としては、PIK社（杭基礎の検査専門会社）やベカアビカリアなどの検査

会社、機械製作会社がいいと思う。フタマカリアにはコンサルと研究機関があり、研究機関もい

いかもしれない。

・国営企業の各カリアは、ＪＶで別のカリアとは協働することがある。

-以上-
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No.10

ヒアリング先 PT.Trocon IndahPerkasa

日時 2022年10月20日（木）16：30-17：30

場所 会議（PT.Trocon IndahPerkasa事務所）、WEB

参加者 PT.TroconIndahPerkasa：２名

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

現地傭人

＜会議録＞

１．質疑応答

・DMを使用しての困ったこと：604に深さトラブルがあり、誤差が生じている。原因として、深

さを測定する部分が経年劣化により誤差が生じる。交換が必要。

・DMを調達した際、マニュアルや取り扱い方などの説明がなかった。

・パートナー候補の意見としては、ギオテック（コンサル、検査）がいいのではないか。アメリカ

製、中国製の類似機会を持っている。PDAのパートナー企業である。

・DMを使用は、日本企業以外にもインドネシア系の元請けの場合も使用している。D-wallやBore

pileに使用している。特にハイクラスのビル施工時には、日本系元請け以外にも使用している。

・杭の機械は４５台を保有しているバウワー製、Solimeno製である。

・トルコンは、杭の会社で5位ぐらいである。

・高速道路局の業務では、スペックインしていたこともあった。全数の 10%だったと記憶してい

る。橋梁局も同様だったと記憶している。

・基礎業者は、保有している。ただ、問題としては、入手ルートがない。アフターサービスがな

い。高い。紙が高い。トレーニングが行えない。などが問題だと思う。

・類似機会としては、中国製があることを知っている。

・D-wallは、必ず使用する。BorePileはスペックインしていない場合は、使用しない。

・建築の杭基礎の場合もスペックインしていない場合は、使用しない。

-以上-
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No.11

ヒアリング先 在インドネシア日本大使館

日時 2022年10月21日（金）10：00-11：00

場所 会議（在インドネシア大使館）

参加者 在インドネシア日本大使館：高瀬書記官

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

＜会議録＞

１．挨拶

・出席者の自己紹介

２．調査概要紹介と技術紹介

・調査概要と技術紹介【中略】（光電）

３．質疑応答

・基礎の品質に対しては、意識が低い。インドネシアでは、見えなくなるところには写真を残さな

い。完成時の出来高検査資料も持ってこない。

・日系企業のパートナーに売り込む。そこからがいいのでは。

・現在の大統領の方針は、作れ、早く。

・大型案件は全て、大統領の任期に工期が設定されている。

・インドネシアでは、他の普及を試みているが、大手や現地法人がある会社でも普及が難しい。

・インドネシアでは、ODAが減っている。ODAからの卒業も間近と感じる

・規準は、各省庁が独自に管理している。

・大統領の方針で、国内での生産強化が進んでいる。自国生産とは、自国のものを 40%入れる必要

がある。

・輸入する場合は、ジェトロなどに輸入方法を相談してみては。

・首都移転も徐々にやっている。基礎インフラを整備しているところ。海外資本を期待している。

現状は、まだ森の状態。首都移転が法律化されたため、首都庁が作られ、徐々に実施される。た

だ、日本企業が撤退の方向で、ソフトバンクが撤退した。他の企業は、様子見状態。また、インド

ネシアでは、法律化されても、すぐに変更することがある。大統領令であっても、大統領が変われ

ば、変更することもある。

-以上-
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No.12

ヒアリング先 JICAインドネシア事務所

日時 2022年10月21日（金）13：30-14：30

場所 会議（JICAインドネシア事務所）

参加者 JICAインドネシア事務所：坂本氏

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

＜会議録＞

１．結果報告

・今回の渡航における結果を報告。

２．情報収集・意見交換

・今後、スペックをどう評価に入れるか、類似製品との比較をするのか、何を評価項目にするのか

を明確にした方がいい。

・改ざんの根が深く、PUでも課題となっている。

・BIMを使い出しているので、現場からのデータを遠隔地で見ることができる仕組みも積極的に導

入している。

・パル第４橋に適用したいとあったが、その場合、JICAと受注業者（東急建設）の中での話となっ

てしまい、光電抜きの話となってしまい、JICAの中小企業支援のスキームから外れてしまう。

・大臣自ら、品質確保を日本に依頼している。

・情報は、幅広に知りたいのであれば、ローカルの大手にヒアリングがよい。

・PPPBookなどを利用して、あたりを付けるとよい

・⾼速道路局は有料道路の計画〜発注を担っており、橋梁局は、橋梁の技術的な事項を担ってい

る。

・有料道路局、BINTEKもカウンターパートと成りえる。

-以上-
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No.13

ヒアリング先 MRTJプロジェクト関係機関

日時 2022年10月21日（金）16：00-17：00

場所 会議（JICAインドネシア事務所）、WEB

参加者 MRTJ：4名

フタマカリヤ：２名

アディカリヤ：２名

OCG：南條氏

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

現地傭人、通訳

＜会議録＞

１．挨拶

・出席者の自己紹介

２．調査概要紹介と技術紹介

・調査概要と技術紹介【中略】（光電）

３．質疑応答

・他国の代理店は？（MRTJ）

→タイ：改良・測定業者、インド：測定業者（光電）

・基礎の施工はどの会社が実施しているか。（光電）

→基礎業者へ委託。トルコンやインドポーラ。（アディカリヤ、フタマカリヤ）

・光電テストは使用しているか。（光電）

→プロジェクトオーナー次第。（アディカリヤ、フタマカリヤ）

・MRTJ以外で、光電テストを使った経験は。（光電）

→建築物、橋梁工事で使用した。モノレールの車庫へのアクセス道路にある橋梁に使用。（アディ

カリヤ、フタマカリヤ）

-以上-
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No.14

ヒアリング先 PT.TRANSBUMISERBARAJA

日時 2022年12月22日（金）16：30-18：00

場所 WEB

参加者 PT.TRANSBUMISERBARAJA：5名

JICA：土橋専門家

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

現地傭人、通訳

＜会議録＞

１．挨拶

・出席者の自己紹介

２．調査概要紹介と技術紹介

・調査概要と技術紹介【中略】（光電）

３．質疑応答

・光電テストは既に知っていて、実施済みである。（TRANSBUMI）

・契約書に記載されているから実施しているのか。（土橋専門家）

→契約書に明記されているため、実施している。実施個所も契約書に準拠している。BPGT には具

体的には記載されていない。前の事業では光電テストの明記がなかったため、別の測定のみを実施

した。（TRANSBUMI）

・契約書に記載されているのは、超音波テストという名称か、光電テストという名称か。（OC）

→KODENTESTと記載されている。今回使用したものは、日本のものでKODENと書いてある機器

を使用した。（TRANSBUMI）

・光電テストにより掘削孔がうまくいっていないことが分かったことはあるか。（光電）

→形状を把握することはKODENTESTだけではなく、PITでもわかるため、契約書に従って実施を

している。（TRANSBUMI）

・KODENTESTが基準に記載されているのか。（光電）

→基準ではなく、契約書に Xと Yの基準値を満足することが明記されている。この基準値を満足す

ることを確認できるのがKODENTESTのみという認識である。これはBPGTのチェックリストに

も記載されている。（TRANSBUMI）

・杭の打設は外注をしている。そのため、KODENTEST も外注により実施している。（TRANS

BUMI）

-以上-
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No.15

ヒアリング先 PT.ALPHA

日時 2022年12月22日（金）18：00-19：30

場所 WEB

参加者 PT.APLPHA：Kok氏

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

現地傭人、通訳

＜会議録＞

１．挨拶

・出席者の自己紹介

２．調査概要紹介と技術紹介

・調査概要と技術紹介【中略】（光電）

３．質疑応答

・機器メーカーとしては、光電の機械を取り扱っているところが多い。中国の機械の情報も聞いて

いる。

-以上-
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No.16

ヒアリング先 PT. IndonesiaPondasiRayaTbk

日時 2023年1月13日（金）15：30-16：30

場所 WEB

参加者 PT.IndonesiaPondasiRayaTbk

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

現地傭人、通訳

＜会議録＞

１．挨拶

・出席者の自己紹介

２．調査概要紹介と技術紹介

・調査概要と技術紹介【中略】（光電）

３．質疑応答

・機器メーカーとしては、光電の機械を取り扱いをしているところが多い。アメリカ製の機械、中国の

機械の情報も聞いている。

・アメリカ製の機械は、以下の通り掘削をしながら測定をできるものである。

・製品を輸入する場合、自己使用で輸入をする場合と、販売のために輸入する場合では制度が異なる。

-以上-
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No.16

ヒアリング先 PT.GeotechEfathama

日時 2023年1月17日（火）16：00-17：00

場所 WEB

参加者 PT.GeotechEfathama：AksanDirector

光電製作所：村井、山内

OC：⻄嶋、⻑岡

現地傭人、通訳

＜会議録＞

１．挨拶

・出席者の自己紹介

２．調査概要紹介と技術紹介

・調査概要と技術紹介【中略】（光電）

３．情報収集・意見交換

・政府のプロジェクトで孔壁調査を実施する場合は、KODENTESTが使用されている。

・かつて2007年から提案製品を３台保有していたが、輸入に問題があり現在は使用していない。

・第３者（フォワーダー）を介して輸入していた。機械に不具合が発生した際、直接光電製作所に

部品を購入しようとしたが、直接の買手として登録されていないため断られた。

・2015年にDMのセンサーが落下したトラブルがあり、光電に問い合わせたが、センサーのみを購

入することができず、本体一式の購入が必要であるとの回答であった。

・過去の試験規格の策定に参加し、孔壁の超音波試験の必要性について検討したが、インドネシア

でのDMの確保が困難であるため、特定のプロジェクトのみに適用することとなった。

・規格を統一化するためには、DMをインドネシア各地で簡単に調達できることが必要。

・DMの調達が困難であるため、Geotechはアメリカや中国などの同様の機器を使用し始めた。

・中国機器はデータ操作に対して脆弱であるため、光電の製品に優位性があると思う。

・提案製品の紙はインドネシアに輸入ができないため、シンガポールで直接購入した。

・GeotechはPDIやGoeconなどの地質学機器の代理店となっている。

・Geotech が提案製品を直接輸入した場合、高級品と扱われるため税率が高く（40-50％）、第３者を

経由した場合は税率は低い（15-20％）。

・代理店としては試験会社が望ましいと思う。

・販売に関してはインドネシアで既に影響力や販路を持っている企業がよく、輸入方法はパートナ

ー企業に任せたほうが良いと思われる。

-以上-
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No.17

ヒアリング先 公共事業・国⺠住宅省（PU）傘下の道路・技術開

発局の地盤・トンネル・構造センター（BGTS）

日時 2023年2月8日（水）15：00-16：00

場所 会議（BGTS会議室）

参加者 BGTS：Mr.FakmiAlfiamarST.M.T

Mr.AhmadNuman

Mr.SuantoroWicaksono

Mr.HardiansyahPutra,ST,M.Sc

光電製作所：村井

現地傭人、通訳

＜会議録＞

１．挨拶

・出席者の自己紹介

２．情報収集・意見交換

・インドネシアの削孔は、杭孔が傾いたり、小さくなったりする事例が多いため、打設前に穴の計

測は重要である。

・安定した鉛直性と直径は定期的にチェックをしてデータを取得する必要があるが、インドネシア

での橋梁工事については規定がないため、孔壁のチェックは実施されていない。

・道路総局の共通仕様書には、孔壁の測定のみ書かれており、測定方法については記載がない。

・共通仕様書には鉛直性の仕様は記載がないが、最大公差1％の直径と記載がある。

・橋梁工事での測定は通常、キャストパイル測定を使用して行われる。穴にキャストポールを差し

込み、全てにポールが入り込めばOKとなる。

・BGTSは提案機器の普及について、教育の分野で協力することが可能である。BGTSはいくつかの

技術とテスト方法についてインドネシア企業と頻繁にWEBミーティングを実施している。

・BGTS にサポーティングレターを要求したい場合、道路・橋梁運用体制・戦略局（SSPJJ）に依頼

する必要がある。

・BGTSでは小規模なテストの実施に協力をすることは可能であり、大規模のテストを実施するため

のプロジェクトを紹介することも可能である。

・以前、Hitech、日本工営などの日本企業も同じプロセスを実施した。Hitech 社との協力形態は、機

器をBGTSに提供し、３か所で掘削試験を実施するものであった。

-以上-
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No.18

ヒアリング先 PT.GeotechEfathama

日時 2023年2月9日（木）15：00-16：00

場所 PT.Goetech

参加者 PT.GeotechEfathama：

Mr.AksanKawanda(Director)

Mr.RickaChandra(GeneralManager)

Mr.Antony(MarketingManager)

光電製作所：村井

現地傭人、通訳

＜会議録＞

１．情報収集・意見交換

・Geotechは基礎試験として、Geocon、PDI、中国製品の３つのブランドのものを保有している。

・Geotechは製品の修理、メンテナンスを行うことが可能である。

・スペアパーツは倉庫に保管することができる。現在、他企業との契約は、売れた商品の代金のみを

支払う委託販売システムをとっている。

・Geotech は杭基礎における掘削孔の検査の必要性に関する多くのセミナーをインドネシアで開催し

ている。

・孔壁調査のスペックは、KKJTJ（道路・トンネル・橋梁安全委員会）の仕様に含まれている。その

仕様作成にも協力している。

・DM は特別仕様と内部仕様に含めることが可能であるが、まだ広く利用されていないため一般仕様

には含めることができないと思う。一般仕様に記載されると小さな道路、橋梁でも孔壁を調査する必

要がでてしまうため。

・インドネシアの仕様の考え方は以下の通りである。

①SNI（インドネシア国家基準）、②ガイドライン、③マニュアル、④一般仕様

⑤特別仕様、⑥内部仕様

・Geotechはテストが可能な掘削孔を６つ保有しており、BGTSもGeotechで研修や学習を行うことが

ある。

・日本の基準等に記載があれば、インドネシア政府が採用をしやすくなると思う。

-以上-
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No.18

ヒアリング先 ハイテック株式会社

日時 2023年2月24日（金）16：00-17：00

場所 WEB

参加者 ハイテック株式会社：朴氏

光電製作所：村井、山内

OC：⻑岡

＜会議録＞

１．情報収集・意見交換

・ハイテックでは道路・道路技術局の下の地盤・トンネル・構造センター（旧道路技術研究所）と調整

を行った。ここが調整役となり、審査を実施し、承認を得るまで半年程度かかった。

・MoMを結び、道路総局局⻑を含めた全ての部署のサインが必要であった。

・Dr.FahmiAldiamarST.M.T（BGTSのDirector）に了承をもらうことが重要である。

・MoMには、概要（技術紹介）、背景、パートナー連携企業、実施場所、活動内容、サポート、目標、

必要資機材の情報が必要であった。

-以上-
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No.19

ヒアリング先 公共事業・国⺠住宅省（PU）

道路・橋梁運用体制・戦略局（SSPJJ）

橋梁建設局

道路・橋梁技術局（BINTEK）

地盤・トンネル・構造センター（BGTS）

日時 2023年4月14日（金）11：00-13：00

場所 WEB

参加者 SSPJJ：Friska氏、他

橋梁建設局：Yudha局⻑、他

道路・橋梁技術局：数名

BGTS：Riza氏、他

JICAインドネシア事務所：坂本氏、中島氏、土橋専門

家

光電製作所：村井

OC：⻄嶋、⻑岡

現地傭人、通訳

＜会議録＞

１．挨拶

・出席者の自己紹介

２．調査概要紹介と技術紹介

・調査概要と技術紹介【中略】（光電）

３．質疑応答

・BGTS からは保有する敷地内での実証実験の実施、または別プロジェクトでの実施の調査の提案を受

けている。（光電）

・この技術は非常に有益なものであるため、BINTEKと技術的な議論を行い、インドネシアでの工事に

も適用できるようにしたほうがよい。橋梁建設局も多くの事業を保有しているので、我々も協力する

ことが可能。（橋梁建設局）

・我々がテストを実施する場合、業者の費用を考慮する必要があるが仕様にないため費用を算出するこ

とができない。テストを実施する場合はJICA案件で実施したほうが良い。（橋梁建設局）

→パル第４橋再建工事のように現地スペックが採用された場合は JICA 事業でもテストは実施されてい

ない現状がある。JICA の普及実証事業のスキームを活用することで、費用の問題は解決されるため、

JICA事業の工事に限定して実証実験をする必要はない。（光電）

・インドネシアの共通仕様書に取り入れることを考える場合は、BINTEK との協働が適切と考える。

（橋梁局⻑）

→BGTSからSSPJJに相談するよう求められたため、今回、SSPJJに協議を依頼した。（光電）
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・JICAの普及実証事業のスキームでは、機器の輸入及び実証実験が可能となるのか。（SSPJJ）

→⺠間提案型のプロポーザルで採択を受けることができればその通りである。実験終了後に、機器はイ

ンドネシアのカウンターパートに譲渡し、教育などに活用いただきたいと考える。（光電）

・光電製作所の考え方は①このテストを普及しようとしている、②普及実証事業を通じ、PU 内での理

解を深めジェネラルスペックに測定の実施を記載したい、③事業終了後には教育等の目的のため、機

器はカウンターパートに譲渡する。（橋梁建設局）

→その通りである。（光電）

・BGTSのRiza氏にカウンターパートを依頼するのではなく、普及実証事業の協力を具体的に求めるこ

と。その後に、BGTS から BINTEC へジェネラルスペックへの導入の検討を依頼する形とする。（橋

梁建設局）

・BGTS が BINTEK へ協力レターを提案するが、依頼方法などは相談により決定する。（橋梁建設局、

BGTS）

・協力レターは①導入によるインドネシアへのメリット、②機器のインドネシア側への譲渡、③協働す

る実施業者を記載し、BGTSと調整し作成すること。宛先はBGTS宛とし、CCにSSPJJと橋梁建設局

⻑（Yudha氏）を入れること。（橋梁建設局）

-以上-
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No.20

ヒアリング先 PT.GeotechEfathama

日時 2023年4月14日（金）15：00-16：00

場所 WEB

参加者 PT.GeotechEfathama：

Mr.AksanKawanda(Director)

光電製作所：村井

ＯＣ：⻄嶋、⻑岡

現地傭人、通訳

＜会議録＞

１．意見交換

・PU との協議により、普及実証に向けた協力レターを受領しようとしている。ジェネラルスペックへ

の記載のためには、BINTEKとの調整が必要となるとのことであった。（光電）

→ジェネラルスペックに記載された場合は、杭径の小さいものを含めて、全ての杭で孔壁調査を実施す

る必要がでてくる。記載方法の工夫か、特別仕様 or内部仕様への記載が望ましいと思われる。

（GEOTECH）

・普及実証事業に向けて、現地施工業者、測定業者との連携が必要となる。（光電）

→協力を前向きに検討し、協議を継続する。（GEOTECH）

・インドネシアでは削孔時の安定液などが日本の規格と異なることを想定している。そのため、インド

ネシア規格での実証実験が必要であると想定している。情報を提供してほしい。（光電）

→情報を提供する。（GEOTECH）

-以上-


	参考文献
	参考資料４ 有料高速道路用共通仕様書 抜粋
	参考資料５ 新技術の承認(技術クリアリング)に関する道路局長の通達

	別添資料
	1.調査工程表
	2.業務従事計画・実績表
	3.その他資料（※現地調査議事録、合意文書、収集資料等）




